
鳥羽志摩中学校春季総合体育大会剣道大会 

 

 

１．日  時   令和４年５月１４日（土）  ９：００開会式 

 

２．会場及び責任者   鳥羽市武道館 

            競技責任者  青木 透 

            会場責任者  吉岡孝明 

 

３．種目・参加資格  男子個人戦を行う。参加する生徒は、当該中学校の校長が認めた

ものとする。 

 

４．試合方法   総当たり戦を行う。３分３本勝負。３分で勝負が決しない場合は、時

間を区切らず勝負が決するまで行う。上位の決定は、勝ち数、本数の

順で決める。勝ち数、本数とも同じ場合は、直接対戦で勝ったほうを

上位とする。 

 

５．準備物  対戦表 筆記具 ストップウォッチ 赤白旗３セット 電子ホイッスル 

       表彰状（個人用）２枚 

 

６．試合規定   全日本剣道連盟試合・審判規則ならびに細則に順じ、三重県中体連剣 

道専門委員会申し合わせ事項に従って行う。 

         ※面の乳皮（黒か紺）、つばの色（茶か白）等に気をつけること。 

 

●新型コロナウイルス感染防止対策について 

全日本剣道連盟のガイダンスに従い試合を実施する。 

・試合時、選手はマスクを着用するとともに、面マスクも使用する。 

・試合時、審判員はマスクを着用する。 

・試合ではつばぜり合いを避ける。やむを得ずつばぜり合いとなった場合は、す

ぐに分かれるか引き技を出し、かけ声は出さない。つばぜり合いを解消しない

場合、審判員はただちに「分かれ」を宣言する。 

・延長戦の場合、適宜、休憩を取り入れ、マスク着用による熱中症対策を取る。 

・試合の待機時にはマスクを着用する。 

 

７．表 彰  ２位まで表彰する。 

 

８．その他  ・開会式後、試合場（体育館フロア）には関係者以外は入らない。応援は 

ギャラリーで行う。 

・ごみは各自持ち帰る。 

・当日竹刀検量を行う。竹刀の割れ、ささくれ、中結や弦の緩みなど注意

する。 

※竹刀の重さは、男子４４０ｇ、長さは３７の竹刀とする。 


